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　清水寺本堂の北側に立地し、大
おおくにぬしのみこと

国主命を主祭神として
５柱の祭神を祀っています。現在の社殿は、寛

かんえい

永６年
（1629）に清水寺の堂宇とともに火災で焼失した後に再
建されました。今回の修理では、本殿・拝殿とも耐用年
数を迎えた檜皮葺屋根の葺替と塗装修理を行います。ま
た、併せて耐震補強工事を行います。

①  地
じ し ゅ じ ん じ ゃ

主神社　本殿及び拝殿
　　京都市東山区　　　　〈屋根葺替・部分修理・塗装修理〉
　　寛永 8 年（1631）

　杉本家住宅は四条烏丸の南西方向に所在し、綾小路通
りに面して広い屋敷地を占める町家です。「奈良屋」と
号して京都に本店を構えて、下総方面で呉服などを商っ
ていました。敷地内には主屋の他、蔵・高塀などの建物
が良好に保存されています。今回の修理では、主屋・旧
漬物小屋・高塀の桟瓦葺屋根の葺替を中心に、部分修理
と耐震補強工事を行います。

②  杉
すぎもとけじゅうたく

本家住宅　主
しゅおく

屋ほか３棟
　　京都市下京区　　　　〈屋根葺替・部分修理〉　
　　明治時代後期

杉本家住宅旧漬物小屋　修理前　外観杉本家住宅旧漬物小屋　修理前　外観

④  泉
せんにゅうじ

涌寺　開
かいさんとう

山塔及び開
かいさんどう

山堂ほか２基
　　京都市東山区
　　開山塔　鎌倉時代　〈解体修理〉
　　開山堂　寛文年間　〈屋根葺替・部分修理〉
　　無

む ほ う と う
縫塔二基　室町時代　〈部分修理〉

　泉涌寺は平安初期創立ですが、鎌倉時代に入宋僧
俊
しゅんじょう

芿 によって境内が整備されました。開山塔は泉涌寺
開山俊芿の墓で、寛

かんぶん

文期に建てられた開山堂内にありま
す。開山堂の北には室町時代の無縫塔が二基並びます。
今回、開山塔は部分的にクラックが生じているため解体
修理を、開山堂は檜皮葺葺替、無縫塔二基は部分修理を
行います。

③  本
ほ ん が ん じ

願寺　本堂
　　京丹後市　　　　　　〈屋根葺替・部分修理〉　
　　鎌倉時代後期

　本願寺は、奈良時代の天
てんぴょう

平２年（730）に行
ぎょうき

基が開山
したと伝わる古刹です。本堂は、五間四方の平面に檜皮
葺屋根が緩やかな曲線を描く優美な仏堂で、鎌倉時代の
建立と伝わります。四周に濡縁を廻し正側面に蔀戸を吊
る意匠は平安時代の貴族の住宅をも想起させます。今回
の修理は 45 年ぶりの屋根葺替修理となり、併せて耐震
補強・金物修理・塗装修理などを行います。
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